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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成24年6月14日(2012.6.14)

【公表番号】特表2011-517653(P2011-517653A)
【公表日】平成23年6月16日(2011.6.16)
【年通号数】公開・登録公報2011-024
【出願番号】特願2011-504453(P2011-504453)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  25/45     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/58     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  25/45    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/58    １０１　
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月25日(2012.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）：
　Ｌｉa-bＭ

1
bＦｅ1-cＭ

2
cＰd-eＭ

3
eＯx　（Ｉ）、

［式中、Ｍ1と、Ｍ2、Ｍ3、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅは：　
　Ｍ1：Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、及び／又はＣｓ、
　Ｍ2：Ｍｎ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｔｉ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｒ、Ｖ、
　Ｍ3：Ｓｉ、Ｓ、
　ａ：０．８～１．９、
　ｂ：０～０．３、
　ｃ：０～０．９、
　ｄ：０．８～１．９、
　ｅ：０～０．５、
　ｘ：１．０～８、（Ｌｉ、Ｍ1Ｆｅ、Ｍ2、Ｐ、Ｍ3の量と酸化状態により異なる）、但
し、一般式（Ｉ）の化合物は無電荷である。］
　で表される化合物の製造方法であって、　
（Ａ）少なくとも一種のリチウム含有化合物と、鉄の酸化状態が＋３である少なくとも一
種の鉄含有化合物と、存在するなら少なくとも一種のＭ1含有化合物と、及び／又は存在
するなら少なくとも一種のＭ2含有化合物、及び／又は存在するならＭ3含有化合物と、少
なくとも一個の酸化状態が＋５であるリン原子を有する少なくとも一種の化合物に酸化さ
れる少なくとも一種の還元剤とを含む混合物を供給する工程、
（Ｂ）必要に応じて、工程（Ａ）で供給される混合物を乾燥して、固体化合物を得る工程
、及び
（Ｃ）工程（Ａ）又は（Ｂ）から得られる固体化合物を３００～１０００℃の温度で焼成
する工程
　を含むことを特徴とする方法。
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【請求項２】
　工程（Ａ）で供給される前記混合物が実質的に水性である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程（Ａ）で供給される前記混合物が、さらに少なくとも一個の酸化状態が＋５である
リン原子を有する少なくとも一種の化合物を含む請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　上記少なくとも一個の酸化状態が＋５であるリン原子を有する少なくとも一種の化合物
に酸化される少なくとも一種の還元剤が、Ｈ3ＰＯ3、（ＮＨ4）Ｈ2ＰＯ3、（ＮＨ4）2Ｈ
ＰＯ3、Ｈ3ＰＯ2、（ＮＨ4）Ｈ2ＰＯ2、（ＮＨ4）2ＨＰＯ2、ＬｉＨ2ＰＯ3、Ｌｉ2ＨＰＯ

3、Ｌｉ2ＰＯ2及びこれらの混合物からなる群から選ばれる請求項１～３にいずれか一項
に記載の方法。
【請求項５】
　前記工程（Ａ）で添加される、少なくとも一個の酸化状態が＋５であるリン原子を有す
る少なくとも一種の化合物が、Ｈ3ＰＯ4、（ＮＨ4）Ｈ2ＰＯ4、（ＮＨ4）2ＨＰＯ4、（Ｎ
Ｈ4）3ＰＯ4、Ｌｉ3ＰＯ4、ＬｉＨ2ＰＯ4、Ｌｉ2ＨＰＯ4及びこれらの混合物からなる群
から選ばれる請求項２～４にいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　工程（Ｂ）の乾燥が噴霧乾燥で行われる請求項２～５にいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　上記の少なくとも一種の一般式（Ｉ）に記載の化合物と少なくとも一種の電気伝導性材
料とを含む混合物の製造方法であって、
（Ｄ）少なくとも一種の電気伝導性材料又は少なくとも一種の電気伝導性材料の前駆体と
、少なくとも一種のリチウム含有化合物と、少なくとも一種の鉄の酸化状態が＋３である
鉄含有化合物と、存在するなら少なくとも一種のＭ1含有化合物と、及び／又は、存在す
るなら少なくとも一種のＭ2含有化合物と、及び／又は存在するなら少なくとも一種のＭ3

含有化合物と、少なくとも一個の酸化状態が＋５であるリン原子を有する少なくとも一種
の化合物に酸化される少なくとも一種の還元剤とを含む混合物を供給する工程、
（Ｅ）必要に応じて、工程（Ｄ）で供給される混合物を乾燥して、固体化合物を得る工程
、及び
（Ｆ）工程（Ｅ）で得られる固体化合物を３００～１０００℃の温度で焼成する工程
を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　工程（Ｄ）で供給される混合物が、さらに少なくとも一個の酸化状態が＋５であるリン
原子を有する少なくとも一種の化合物を含む請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記の少なくとも一個の酸化状態が＋５であるリン原子を有する少なくとも一種の化合
物に酸化される少なくとも一種の還元剤が、Ｈ3ＰＯ3、（ＮＨ4）Ｈ2ＰＯ3、（ＮＨ4）2

ＨＰＯ3、Ｈ3ＰＯ2、（ＮＨ4）Ｈ2ＰＯ2、（ＮＨ4）2ＨＰＯ2、ＬｉＨ2ＰＯ3、Ｌｉ2ＨＰ
Ｏ3、Ｌｉ2ＰＯ2及びこれらの混合物からなる群から選ばれる請求項７又は８に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記電気伝導性材料が、カーボンブラック、グラファイト、炭素繊維、炭素ナノファイ
バー、炭素ナノチューブ、電気伝導性ポリマー、及びこれらの混合物からなる群から選ば
れる請求項７～９にいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項７～１０のいずれか一項に記載の方法で製造される、請求項１に規定される少な
くとも一種の一般式（Ｉ）に記載の化合物と少なくとも一種の電気伝導性材料とを含む混
合物からなる球状粒子または凝集物であって、ＢＥＴ表面積が０．１～５００ｍ2／ｇで
ある球状粒子又は凝集物。
【請求項１２】
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　請求項１１に記載の球状粒子又は凝集物を、リチウムイオン電池又は電気化学的セルの
カゾードの製造のために使用する方法。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の球状粒子又は凝集物を含むリチウムイオン用の電池カソード。
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